
『
血
液
病
理
学
及
図
譜
』
（
以
下
「
本
書
」
）
は
明
治
三
十
年
十
二
月

（
一
八
九
七
）
の
出
版
で
、
当
時
入
沢
達
吉
博
士
（
以
下
「
入
沢
」
）

は
三
十
二
歳
で
帝
国
大
学
医
科
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
。
本
書
の

序
文
に
自
ら
述
べ
て
い
る
通
り
本
邦
で
は
「
血
液
二
關
ス
ル
書
」

と
し
て
最
初
の
出
版
で
あ
っ
た
。

入
沢
は
明
治
二
十
三
年
二
八
九
○
）
か
ら
四
年
間
の
ド
イ
ツ
留

学
か
ら
同
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
帰
朝
後
三
年
で
本
書
を
出
版
し

て
い
る
が
、
留
学
中
の
研
究
が
本
書
の
骨
子
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
、
こ
の
事
は
序
文
か
ら
も
内
容
か
ら
も
充
分
窺
わ
れ
る
の

で
あ
る
。
序
文
の
一
部
で
は
（
前
文
と
後
文
を
省
略
）

一
言
中
、
リ
ム
ベ
ッ
ク
氏
ノ
著
ョ
リ
抄
出
セ
ル
モ
ノ
最
モ
多
シ
、

間
マ
ヱ
ー
ル
リ
ヒ
、
レ
ョ
ヰ
ッ
ト
、
ピ
ッ
ッ
ヲ
ッ
ェ
ロ
其
他
諸
氏

ノ
記
述
ヲ
對
照
セ
リ
、
麻
拉
利
亜
ノ
ー
章
ハ
、
專
ラ
マ
ン
ナ
ベ
ル
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邦
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初
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液
学
害
入
沢
達
吉
墓
訳

「
血
液
病
理
学
及
図
譜
」
に
つ
い
て

会
田

恵

上
氏
ノ
書
二
橡
し
り
、

一
圖
中
、
予
ガ
曾
テ
親
シ
ク
、
ヱ
ー
ル
ヒ
氏
二
聴
ク
所
ニ
ョ
リ
テ
、

一
二
ケ
虚
少
シ
ク
訂
正
ヲ
加
エ
タ
ル
モ
ノ
ア
リ
、
他
ハ
ー
ニ
原
圖

一
一
從
フ
、

本
書
の
血
液
病
理
学
の
内
容
は
一
頁
よ
り
六
七
頁
ま
で
で
、
各

章
と
主
要
項
目
は
第
一
章
血
液
生
理
（
赤
血
球
白
血
球
血
小
板
）
第

二
章
血
液
病
理
（
赤
血
球
ノ
病
理
的
關
係
白
血
球
ノ
病
理
的
關
係
）
第

三
章
白
血
病
（
假
性
白
血
病
）
第
四
章
麻
拉
利
亜
寄
生
患
、
第
五
章

血
液
検
査
法
（
染
色
液
其
一
ヱ
ー
ル
リ
ヒ
氏
三
酸
溶
液
他
其
十
六
ま

で
、
血
小
板
検
査
法
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
次
に
血
液
図
譜

が
鞭
図
示
さ
れ
て
い
る
。
本
書
は
ほ
ぼ
Ａ
４
判
に
近
い
大
き
さ
で

あ
る
。前

述
の
序
文
に
述
べ
て
あ
る
リ
ム
ベ
ッ
ク
の
著
と
は
本
書
に
示

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

罰
ロ
ユ
○
罵
罰
一
耳
臼
ぐ
．
Ｅ
ヨ
ウ
①
の
穴
の
⑦
吋
巨
邑
包
凰
朋
・
閏
尻
忌
昌
胃

願
号
巳
侭
話
号
め
因
昌
隅
畠
誤
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
初
版
は

未
見
で
あ
る
が
、
二
版
が
苛
目
で
出
版
さ
れ
、
一
九
○
一
年
に
ロ

ン
ド
ン
の
弓
毎
①
ｚ
①
芝
の
田
ロ
①
ご
ロ
煙
日
め
Ｃ
ｇ
①
ｑ
か
ら
弓
壷
の
Ｑ
旨
］
‐

８
－
も
胃
冒
さ
喝
旦
号
①
画
き
ａ
（
以
下
「
訳
書
」
）
の
標
題
で
英
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訳
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
訳
書
の
扉
に
は
ご
凰
蔚
弓

凰
ご
ｇ
ぐ
肘
ご
画
弔
豈
涜
旨
冒
ご
ｇ
牙
①
罰
巨
・
○
鹿
の
註
昏
目
ｍ
塵
○
号
耳
望

の
教
授
リ
ム
ベ
ッ
ク
と
出
て
い
る
。

こ
の
訳
書
の
内
容
は
Ｂ
５
判
の
大
き
さ
で
三
三
八
頁
に
及
び
、

各
章
は
言
①
号
＆
○
自
己
息
禺
侭
昌
○
コ
ゞ
弓
馬
Ｃ
巨
自
は
ｑ
旦
昏
①

囚
○
○
ｇ
弓
冨
○
房
冒
旨
巴
四
口
Ｑ
も
彦
湧
尉
巴
両
日
月
日
隅
ｇ

四
○
８
》
房
①
旨
日
冒
○
さ
唱
○
津
胃
因
８
具
Ｑ
目
８
自
国
吊
呂
‐

ぬ
目
○
自
の
》
と
な
っ
て
お
り
、
例
え
ば
エ
ー
ル
リ
ヒ
の
染
色
技
術
に

よ
る
白
血
球
分
類
に
つ
い
て
は
四
頁
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
基
本
的
事
項
が
本
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
事
が
理
解
出
来
る

の
で
あ
る
。
注
目
し
た
い
点
は
第
３
章
の
血
液
の
化
学
的
物
理
的

性
質
の
章
か
ら
の
引
用
が
み
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
章
が
初

版
に
記
述
が
な
く
て
二
版
か
ら
九
八
頁
も
記
載
と
い
う
事
は
考
え

難
い
。因

み
に
リ
ム
ベ
ッ
ク
は
ウ
ィ
ー
ン
に
生
れ
、
（
一
八
六
一
）
ド
イ

ツ
の
卑
眉
大
学
に
学
び
つ
づ
い
て
助
手
を
務
め
、
血
液
病
理
学

の
業
續
で
著
明
と
な
っ
た
が
、
三
十
九
歳
（
一
九
○
○
）
で
死
去
し

て
い
る
。
訳
書
の
序
文
に
は
血
液
の
生
理
学
病
理
学
化
学
の
世
界

的
権
威
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
に
巻
末
の
血
液
図
譜
に
つ
い
て
触
れ
る
。
十
一
頁
に
標
本
の

検
鏡
所
見
が
“
枚
示
さ
れ
て
い
る
。
色
彩
は
比
較
的
単
純
に
ス
ケ

ッ
チ
風
に
弱
拡
大
（
三
○
○
倍
）
強
拡
大
二
一
○
○
倍
）
に
描
か

れ
夫
々
の
所
見
の
説
明
が
つ
い
て
い
る
。
標
本
で
は
無
染
色
又
は

エ
オ
ジ
ン
・
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
染
色
の
乾
燥
標
本
が
最
も
多
く
、

通
常
血
液
の
他
萎
黄
病
、
重
症
慢
性
貧
血
、
重
症
貧
血
、
炎
性
白

血
球
増
多
症
、
白
血
球
ノ
増
多
セ
ル
重
症
貧
血
、
淋
巴
性
白
血
病
、

急
性
白
血
病
、
脾
臓
性
白
血
病
、
混
合
性
白
血
病
、
脾
臓
性
兼
骨

髄
性
白
血
病
、
麻
拉
利
亜
寄
生
墨
、
進
行
性
悪
性
貧
血
等
の
標
本

が
出
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
序
文
で
は
大
部
分
は
原
図
に
よ
る
と
示
さ
れ
て
い
る

が
、
原
図
は
記
載
し
て
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。

因
み
に
本
書
出
版
の
十
二
年
後
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
松

本
繁
正
著
『
臨
床
的
血
液
検
査
法
」
二
六
二
頁
）
で
も
図
譜
は
な

お
ド
イ
ツ
の
⑦
国
昌
同
等
の
著
作
よ
り
の
引
用
が
示
さ
れ
て
い

る
。

（
会
田
内
科
医
院
）
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